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一…

し
と
並
ん
で
い
る
。
雑
誌
は
本
と
返
っ
て
、
読
ま
れ

た

め

に

ザ

る

端

か

ら

捨

て

ら

れ

て

い

く
。
本
箱
な
ど
と
い
う
場

橋
爪
大
三
郎
(
社
会
学
者
}
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U
A
Uん
は
い
日
じ
冶
弓
九

一

2
3
i
3
1
;
j
z
i
j
i
j
i
h一
に
似
合
わ
な
い
。
単
行
本
も
雑
誌
と
い
っ
し
ょ
に
、
一

こ
と
も
の
本
と
い
う
も
の
は
あ
る
。
お
と
な
の
本

一
ち
り
紙
交
換
に
出
さ
れ
て
し
ま
う
。

一

も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
問
、
十
代
の
人
び
と
の
た
本
を
大
切
に
し
な
い
い
社
会
は
、
過
去
を
大
切
に
し

~

め
の
本
と
な
る
と
、
見
つ
け
に
く
い
。
な
い
社
会
で
あ
る
。
住
宅
は
三

O
年
も
し
な
い
う
ち
一

昔
は
、
こ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の

一

に
た
た
き
綴
し
、
学
校
で
習
っ
た
知
識
は
あ
っ
と
い

一

人
び
と
が
、
小
学
校
・
￥
業
で
社
会
に
出
た
。
そ
し
て

一

う
間
に
使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
り
、
「
オ
パ
ン
」

経
験
を
積
み
、
知
識
も
増
え
て
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
「
化
石
」
と
、
年
長
者
と
言
葉
が
通
じ
な
い
。
自
分

難
し
い
漢
字
が
読
め
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
大
が
し
ば
ら
く
前
に
何
を
考
え
て
い
た
か
す
ら
忘
れ
?

人
の
た
め
の
書
物
は
、
総
ル
ビ
だ
っ
た
。
小
卒
の
国
一
し
ま
っ
て
い
る
。
自
分
も
た
ち
ま
ち
忘
れ
ら
れ
て
し

一

語
力
が
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
書
物
も
読
め
る
よ
う
に
で

-

ま

う

だ

ろ

う

。

一

き
て
い
た
。
と
な
れ
ば
、

十
代
の
人
び
と
は
背
伸
び

一

情
報
化
社
会
と
は
、
伝
言
ゲ
l
ム
の
社
会
。
出
所
一

を
し
て
、
大
人
の
本
を
手
に
取
れ
ば
よ
い
。
世
の
中

一

の
あ
や
ふ
や
な
ゅ
は
な
し
が
増
一
制
さ
れ
る
社
会
で
あ

一

の
本
が
す
べ
て
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
ど
も
の
頃
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
に
出
入
り
し
て
い

た
の
も
同
然
だ
っ
た
。

JIト
ト
ん
十
率
引
上
昇
し
、
高
卒
が
当
た
り
前
に

-
お
十
い
は
一
…
山
山
川
れ
は
わ
い
川
口
町
九
十
吋

プ
総
ル
ピ
は
姿
を
消
し
、

一
般
向
け
の
書
物
必
要
が
あ
る
。

は
高
卒
の
知
識
を
前
提
に
し
て
普
か
れ

口
一
教
育
が
普
及
し
、
文
化
が
成
熟
し
た
結
問
-
ロ
バ
比
九
い
吋
一
一
吋
均
一
行
パ

V
U
M
M一

日
じ
り
ぶ
り
刊
行
可
学
、
高
校
生
の
読
む
奈
一
親
の
読
ん
だ
本
を
こ
ど
も
や
孫
も
読
め
る
と
い
い
。

る

弘

同

時

一

の

が

雑

誌

マ

ン

ガ

で

あ

一
日

晴

釘

付

け

れ

UC1訪日
日

告

げ

i

f

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て

一
有
効
な
方
法
だ
。
ち
く
ま
プ
リ
マ
!
ブ
ッ

F
ス
が
、

そ
ん
な
波
書
の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
の
な

i
、

弘
は
嬉
し
い
。

東京工業大掌付属図書館編集委員会

日本人はなぜ図書館を建てなかったか

rT1T Library Ne町 JVo 1. 2 1996. 10.発行帥 4-5シリーズ図書(1語る

大三郎(社会理工学研究科価値システム専攻教授 ・社会竿)

霊典や法律に人びとが注釈を加え、論争が

巻き起こった。外交文書や行政報告がま智え、

参照するのが大変になってきた。そこで、図

書館の原型が生まれた。そこには、個々人を

自主え‘時代を包えて受け継がれる文字が蓄え

られていたのである。

神学者や法学者を養成する大学にとって、

だから、図書館1;1:何より大切である。神学論

争や学説の展開は、人びとの知的な共有財産

と考えられた。そして、人文学が復興し、科

学が勃興したあとでも、この態度が保たれた。

図書館の害架には、小説や評論や、科学論文

や、世俗的な個人的な著作物も並ぶようになっ

たのである。

中国ではどうだったか。中国人は、政治的

な民族である。儒教は神の権威を認めず、聖

人(昔の政治家)の償威を認める。中国では、

すべてのことがらは、最終的には政治(人間

と人間との関係)で決着するのである。

そこで中国人は、日本人よりも書物を重視

する。歴史に名を残すためなら命も惜しまな

い人間が大勢いる。決まった書物を人ぴとに

読ませるのが、政治の重要なテクニックのひ

とつである。このためかえって、中国では書

物が残りにくし、。政治家が、書物の絶滅大作

戦をやるからである。党書坑儒の昔から文革

爪

江戸時代まで、日本人は図書館というもの

を知らなかった。

rx X文庫」という 名前の、本をた くさん

集めた場所ならあった。けれども、誰でも利

用できるように公開されていたわけでもない

し、目録カードや量産害番号で整理されていた

わけでもなし、。「本を集める公共の施設」と

いう考え方がなかったのだ。

本がなかったわけではなし、。出版点数から

言っても、読舎人口から言っても 、江戸時代

の日本は世界有数だった。けれども本は‘個

人にfI.量産され.本人が死ぬとたいてい散逸し

た。候楽的なものは、片端から読み姶てられ

た。どこにでも本があるという安心感のせい

で、かえって本が大事にされなかった。

ヨーロ ッパやオリエントでは、機子が這っ

た。神が人間と契約した書物=聖書が、書物

の典型だった。rトーラーJ(ユダヤ教の聖典)

もクルアーンJ (イスラム教の聖典)も 、

代々読みつかれ、舎さつがれた。巻物に手書

きした霊典は‘ポロボロになると新らしく害

写され、古いものは地中に厘められた。も う

ひとつの書物の典型は、法律害。 王たちが、

神から綬かったという法を布告した。書記た

ちは裁判を記録した。本は個人の持物である

というよ旬 、俵初から公共のものだった。
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橋爪大三郎
「性愛論」
岩波書五5.1995年

オロギーであり、家族内部の

介離さえ主回寺8れれば原rnlJ的
に不要なものであること‘「近

親棺姦の祭止JIt分膏w翌が

罰長内部に写像されたことの

効果であることなどカ司月ちか

にされる.さらにはフエミニ

ス'ムの動きに言及する中で、

性愛倫涯の彼岸への方向1劫 ζ

模索される r性愛そのものへ

の切実な~C:'ニヨ|き寄せられ
た人たち」におすすめσ〉→冊。

おまけ

橋爪大三郎
「言語ゲームと
社会理論』
動車書房 ・1985年

ゲンシュタインの「言語ゲ-

L.;の発想、に依拠しつつ、さ

らにはハートやJレーマンの法

理輸を掻用することで、法や

権力といった社会官~J!象の言
語的成り立ちを明ら力可こする。

いわゆる「言語論的転回J の

成果をいち早〈取り入れたも

のとして必銃σト初である.

インターヰットや情報インフラの整備が進

み、日本の図書館もだんだん使いやすくなっ

てきた。それでも、書物の収集・整理・保存

に偏執する“図書館の精神"が、図舎館を壇

場とする人ぴとにまだまだ足りない気がする

ときがある。もちろん、利用者にはもっと足

円ない。亡命中のマルクスが『資本論J を、

そして、亡命中のレヴィ=ストロースが『親

銭の基本情造』を、異国の図書館で嘗き上げ

たことを思い出すたぴ、日本の図書館はまだ

まだだなあと思うのである。

-4-

まで、本はたびたび火にくべられた。昨日ま

で大切だった書物が、今日は町から姿を消し

てしまう。図書館を作って本を納めておいて

も安心できない。かえって目印になって、 g
墜されるのが落ちだ。

日本の政治は、フィーリングが大切なので、

審物はそこまで重視されない。禁容はあって

も覚書はない。ちゃらんぽらんなおかげで、

中国で滅失した曾物や断簡がたまたま日本で

みつかる、なんでいうケースもよくある。よ

くも悪くも、本に対する 日本人の態度は、組

織的でも徹底的でもない。

われわれを取り巻〈世界は

巧言書ゲームJの巨大な;~巻の
ようなものとして存主してい

る。世界の中心をなすはずの

主体の耳勾最もその中でのみ生

み出される。したがって主体

が言語を掌復するのではない。

むしろ逆に言語こそが主体を

掌握するのだ。本書はウ'ィト

『ドンキホーテJ -~. 
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大
学
が
。
ぞ
う
げ
の
は
旬
。
と
い

わ
れ
、
社
会
と
か
か
わ
り
な
く
存

一在
で
き
た
の
は
、
は
る
か
過
去
の

山
一柄
。
大
学
・
短
大
へ
の
場
)
率
一
か

3
一四
O
%を
組
え
、
十
八
成
人
口
の

日
石
少
で
五

O
%の
大
台
に
乗
る
の

つ
一も
時
間
の
問
問
と
な
っ
た
今
、
大

即
時
寸
は
激
し
い
変
革
の
波
に
洗
わ
れ

叫
一て
い
る
。

二
十
一
川
紀
に
向
け
た

一
い
新
し
い
大
学
と
は
川
か
、
各
大
学

L

UV
の
模
索
が
始
ま
っ
た
。

戸ノペ

Q
U

円

U

Q
d

ム釘 おま tj-

-
大
学
の
顔
に

主!F1
と*1];
い パ 「
うノレ {而
rmラ， I直
きスシ
悩・ス
れ V ヰ

t;r. A ム
し、 kw.
学 D 攻
科 E L::
が S'"
今 ) 目白

治JZJを~ 6の
橋爪 大三良1)

春
、
東
工
大
(
木
村
京
学
長
)
大

学
院
に
開
設
さ
れ
た
。

「
社
会
の

ト
ッ
プ
に
立
つ
リ
ー
ダ
ー
に
必
要

な
資
質
(
価
値
シ
ス
テ
ム
)
と
能
力

(
意
思
決
定
能
力
)
を
身
に
つ
り
る

た
め
の
大
学
院
」
(
説
明
会
資
料
)

だ
。
同
時
に

「人
間
行
動
シ
ス
テ

ム
専
攻
」
学
科
も
新
設
さ
れ
た
。

共
に
、
理
工
系
と
人
文
社
会
系

の
学
聞
を
融
合
さ
せ
た
、
他
界
で

も
初
め
て
の
領
成
で
、
理
工
系
大

学
と
し
て
、
米
の
M
I
T
(
マ
サ

突
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

こ
の
新
学
科
が
生
ま
れ
る
ま
で

に
は
、
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。

平
成
一
元
年
に
出
さ
れ
た
「
東
工
大

の
将
来
計
画
」
と
い
う
報
告
替
が

あ
る
。
こ
の
中
で
、
従
来
の
学
問

の
研
究
だ
け
で
な
く
、
「
人
間
社

会
と
調
和
す
る
社
会
技
術
」
を
強

調
し
た
新
学
科
の
開
設
が
、
提
案

さ
れ
た
。

「
澱
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
き
た
時
期
で
、
便
利
さ
だ
け

や
情
報
学
部
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
う
試
案
が

一
挙
に
現
実
味
を
待
び
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
活
闘
で
ン
ケ
|
ト
を
行
っ
た
と
二
ろ
、
反

が
、
機
が
熱
さ
ず
、
実
現
し
な
か
た
。
が
、
問
題
は
ど
ん
な
学
科
に
き
る
人
物
ぞ
送
り
出
し
た
い
」
と
応
は
非
常
に
良
か
っ
た
と
い
う

っ

た

。

外

的

な

要

因

と

し

て

は

、

す

る

か

だ

っ

た

。

橋

爪

教

授

。

が

、

「

こ

こ

を

出

た

か

ら

と

い

っ

行
政
側
が
新
学
科
の
必
要
性
を
感
「
理
系
と
文
吾
伊
』
合
わ
せ
た
、

!

百
人
海
超
え
る
志
問
者
の
中
、
て
社
会
で
優
遇
さ
れ
る
わ
け
で
は

じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
新
し
い
学
問
領
域
が
あ
る
の
で
は
パ
ル
デ
ス
に
合
格
し
た
の
は
、
修
な
い
か
ら
、
卒
業
作
土
匁
何
っ
て
る

れ
る
。
そ
れ
が
、
一
九
九
一
年
に
な
い
か
と
模
索
が
続
い
た
」
と
語
士
、憶
士
課
程
合
わ
せ
て
十
八
人
。
の
は
い
ば
ら
の
迫
。
が
、
道
を
切

出
さ
れ
た
『
設
置
基
憎
の
大
綱
化
』
る
同
学
科
の
橋
爪
大
三
郎
教
授
。
中
に
は
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
り
聞
く
武
犯
は
こ
こ
で
与
え
、
送

が

追

い

風

と

な

っ

た

」

籍

を

置

い

て

い

る

学

生

や

マ

ネ

ジ

り

出

す

。

合

言

説

は

、

司

二
十
一

「
大
綱
化
」
と
は
、
大

学

審

議

メ

ン

ト

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
築
を
開
位
紀
に
は
、
一
人
と
言
わ
ず
、

何

会

の

答

申

を

指

す

。

「

大

学

教

育

業

し

て

い

る

人

な

ど

多

彩

な

顔

触

人

か

の

首

相

を

出

そ

う

』

で

す

」

の

改

普

」

「

大

学

院

の

鐙

備

充

実

」

れ

が

そ

ろ

っ

た

。

と

橋

爪

教

授

の

拶

は

広

が

る

。

な
ど
を
柱
と
し
た
も
の
で
、
国

際

学

科

開

設

に

伴

い

、

企

業

に

ア

(

随

時

掲

蹴

)

。
多
彩
な
学
生

変
革
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ざ

ん
新
な
学
科
を
と
、
関
係
者
に
よ

る
長
い
討
議
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ

化
、
学
際
化
が
進
む
中
で
、
よ
り

柔
軟
な
大
学
教
青
山
伊
推
し
進
め
よ

う
と
い
う
狙
い
で
出
さ
れ
た
。
具

体
的
に
は

一
般
教
育
と
専
門
教
育

の
科
目
区
分
は
廃
止
し
、
各
大
学

で
自
由
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
串
」
編
成

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
後
、
各
大
学
は
教
養
部
の
廃

止
な
い
し
改
組
、
ま
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
改
革
す
る
な
ど
、
大
学
改

革
が
活
発
化
。
新
学
科
設
置
と
い

チ
ュ

l
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
)
と
並

ん
で
出
界
に
知
ら
れ
る
同
大
の
新

し
い
顔
に
、
と
期
待
が
集
ま
っ
て

い
る
。
パ
ル
デ
ス
に
は
、

ユ
ニ
ー

ク
な
音
楽
論
で
知
ら
れ
る
細
川
周

平
氏
を
助
教
伎
に
起
用
、
文
化
人

類
学
の
上
回
紀
行
助
教
授
を
愛
媛

大
か
ら
招
く
な
ど
ス
タ
ッ
フ
の
充

で
な
く
、
人
に
や
さ
し
い
技
術
が

話
題
に
な
り
は
じ
め
た
こ
ろ
で
し

た
」
と
諮
る
の
は
森
川
陽
・
同
大

原
子
炉
工
学
研
究
所
長
。
新
学
科

設
置
準
例
会
の
座
E
目だ
っ
た。

φ
追
い
風

「
こ
の
と
き
は
、
文
明
科
学
部

f 

の
結
果
が
パ
ル
デ
ス
と
な
っ
て
結

笑
し
た
。
新
学
科
創
設
の
狙
い
は
、

こ
れ
ま
で
エ
リ
ー
ト
の
代
名
詞
だ

っ
た
東
大
意
蔀
吾
這
え
る
、

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
だ
。

「
エ
イ
ズ
問
問
で
厚
生
大
臣
と

し
て
は
目
覚
ま
し
い
指
導
力
を
発

揃
し
た
菅
直
人
氏
は
、
東
工
大
出

身
。
評
論
家
大
前
研

一
氏
も
東
工

大
大
学
院
卒
。

こ
の
よ
う
な
理
数

系
の
合
理
的
な
思
考
が
で
き
て
、

大

正

門

東

エ

.、e・
.、--.-
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ナ
ン
シ
l
関
ケ
ンコム版画家

あ

の

身

長

で

、

あ

の

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

を
貫
き
通
し
て
き
た
一
本
気
。
普
通
、
愛
矯
と
か

い
い
ヤ
ツ
と
か
別
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
逃
げ
る
だ

ろ
う
に
。
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4司

4司

4可

4可

4司

4司

4司

4可

4司

4司

4司

4司

4司

4
、

橋
爪
大
三
郎
社
会
学
者

橋るかよ
龍そ 。ら まし当ま
され身にず。じ
んにび、弟 め
は、い私さ な
、そきとん 話
日ので~が
米前 、二二、 橋
自のプ E橋 本
illiJ村ラノ、本 龍
車山ス口大 太
交さ lノ」二郎
沙ん点主当郎 さ
のが。河ヨ。 ん

決ひみ名は
着どた前な
のかいをか
仕つで見な
方 た あ る か

く

/ 

¥ 

/ 

¥ 

¥ 

と
い
い
、
タ
フ
な
相
手
だ
と
ア
メ
リ
カ
に

一
目
置

か
れ
て
い
る
。
国
益
に
も
か
な
っ
て
い
る
の
で
、

プ
ラ
ス
も
う
l
点。

第
三
に
、
橋
龍
さ
ん
は
、
我
慢
す
る
と
こ
ろ
は

我
慢
し
、
じ
っ
と
時
期
を
待
つ
政
治
セ
ン
ス
が
あ

る
。
先
立
つ
二
度
の
機
会
に
も
、
お
だ
て
ら
れ
て

首
相
の
座
に
飛
び
つ
く
よ
う
な
馬
鹿
は
し
な
か
っ

た
。
自
民
党
総
裁
に
な
り
な
が
ら
首
相
に
な
れ
な

か
っ
た
河
野
さ
ん
や
、
い
つ
も
ド
ジ
ば
か
り
踏
ん

で
い
る
海
部
さ
ん
と
は
格
が
違
う
。
あ
ま
り
取
り

巻
き
も
い
な
い
の
に
、
意
に
介
さ
ず
、
規
爽
と
し

て
い
る
の
が
い
い
。
プ
ラ
ス
も
う
1
点。

第
四
に
、
新
進
党
の
小
沢
一
郎
さ
ん
と
四
つ
に

渡
り
合
え
る
、

対
立
の
構
図
が
で
き
あ
が
っ
た
点
。

小
選
挙
区
の
総
選
挙
が
、
が
ぜ
ん
面
白
く
な
っ
た
。

日
本
の
政
治
も
こ
れ
で
本
物
に
な
る
。
プ
ラ
ス
も

、っ
l
占山
。

' おまけp p. 102通産資料調査会1995. 12. 20発行1月号第25巻 i号『産業と環境』
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ま
e

〆
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あ
え
て
難
を
言
え
ば
、
二
世
議
員
の
せ
い
で
、

ち
ょ
っ
と
下
積
み
の
経
験
が
足
り
な
い
と
み
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
。
こ
れ
か
ら
修
羅
場
を
く
ぐ
れ

ば
、
も
っ
と
本
当
の
大
物
に
な
る
か
も
。

4司

4

、4司

4司、

4

、4・司

4司

4司

4・司

4司

4司

4

、4
‘
4司

橋
本
山
宮
市

作
家

『
科
学
技
術
は
地
球
を
救
え
る
か
』

橋
本
大
三
郎

・
新
田
義
孝
編
著
/
富
士
通
経
営
研
修
所
刊
/
定
価
二
、

亡
匝
い一一一一一一

一

一
科
学
技
術
は
池
誠
を
扱
え
る
か
一

本
書
は
九
五
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た

「科
学
技
術
フ
ォ

ー
ラ
ム
一
自
然
科
学
と

人
文
・
社
会
科
学
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ

H
L
(科
学
技
術
庁
主
催
)
の
分
科
会
の

一
つ
で
あ
る
「
人
類
の
生
存
と
科
学
技
術
」

で
の
討
論
を
も
と
に
新
た
に
書
き
下
ろ
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
環

境
問
題
の
解
決
に
む
け
て
科
学
の
新
し
い

方
向
性
を
探
っ
た
も
の
で
、
出
席
者
こ

五
名
)
の
専
門
分
野
は
、
社
会
学
、
国
際

経
済
論
、
水
理
学
、
大
脳
生
理
学
、
放
射

線
生
物
化
学

l
!と
多
彩
だ
。

第

一
部
「
地
球
環
境
問
題
を
ど
う
理
解

す
る
か
L

、
第
二
部
「
生
命
か
ら
地
球
環
境

を
考
え
る
」
、
第
三
部
「
中
国
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ」
、
第
四
部
寸
持
続
可
能
な
未
来
へ

の
社
会
シ
ス
テ
ム
」
の
四
部
構
成
で
、
第

二
部
が
ユ
ニ
ー
ク。

例
え
ば
吉
川
研

一
・

加
藤
陽
両
氏
(
物
質
生
命
情
報
学
)
は
、

ま
ず
、
橋
本
っ
て
1

の
は
一
流
に
な
れ
な
い
人

間
の
名
前
で
す
わ
ね
。
そ
う
い
う
気
が
し
ま
す
わ

ね
。
総
理
大
臣
に
な
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
わ

ね
。
な
っ

ち
や
っ
た
ら
、
こ
り
や
も
う
、
同
じ
ア

ナ
の
ム
ジ
ナ
で
、
小
沢
一
郎
も
ろ
と
も
消
え
て
も

ら
う
、
と
。
小
沢
&
橋
本
が
表
舞
台
に
浮
上
し
て
、

「結
局
こ
い
つ
ら
は
も
う
と
う
の
昔
に
終
わ
っ
て

た
ん
だ
よ
な
」
と
い
う
こ
と
を
き
っ
ち
り
証
明
し

て
も
ら
う
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
古
臭
い
も
の
は

消
え
て
、
歴
史
と
い
う
博
物
館
に
入
る
。
浮
か
び

上
が
っ
た
汚
れ
を
捨
て
る
と
い
う
の
が
今
年
の
テ

ー
マ
で
、
小
沢
&
橋
本
は
、
遂
に
浮
か
び
上
が
っ

た
自
民
党
的
日
本
の
最
後
の

汚

れ

だ

と
思
い
ま
す
。

4司

4司、

4司、

4・司

4・、

4司

4・可

4司

4司

4司

4・司

4司

4司

4司

弘
兼
憲
史

漫画家

橋
本
さ
ん
が
男
を
あ
げ
た
の
は
通
産
大
臣
時
代

の
日
米
自
動
車
協
議
の
毅
然
た
る
行
動
で
し
た
。

カ
ン
タ
ー
さ
ん
を
向
こ
う
に
ま
わ
し
、
一
歩
も
ひ

か
な
い

H

強
い
日
本
H

を
ア
メ
リ
カ
に
示
し
た
の

二
O
O円

自
然
や
生
物
の
行
っ
て
い
る
現
象
と

「非

線
形
関
数
」
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
、
従

来
の
科
学
技
術
文
明
は
理
路
整
然
と
し
た

線
形
の
数
学
を
前
提
に
し
て
き
た
が
、
「
持

続
的
発
展
L

と
は
、
混
沌
に
み
え
る
「
非

線
形
」
の
発
想
を
と
り
い
れ
た
科
学
技
術

文
明
の
構
築
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
第
四
部
の
西
山
賢
一
氏
(
文
化

生
態
学
)
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
考
え

る
新
し
い
経
済
学
の
可
能
性
と
し
て
、
エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
経
済
学
、
生
態
学
的
経
済
学
、

制
度
主
義
を
紹
介
。
制
度
主
義
は
慣
習
・

習
俗
・
ル
ー
ル
・
文
化
と
い
っ
た
理
路
整

然
と
し
た
法
則
で
は
割
り
切
れ
な
い
要
素

が
経
済
活
動
に
果
た
し
て
い
る
役
割
を
解

明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
お
り
、
先
の

吉
川
・
加
藤
両
氏
の
論
文
と
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
興
味
深
い
。

こ
の
例
の
よ
う
に

一
見
関
係
な
さ
そ
う

な
学
問
分
野
が
環
境
問
題
と
い
う
接
点
で

通
い
あ
う
点
が
出
て
く
る
様
子
が
読
ん
で

い
て
面
白
い
。
環
境
研
究
の
今
後
の
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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